
・平成２２年度決算の概要 

 本年度の水道事業経営に当たっては、引き続き配水管等の耐震性の向上と漏水防止を図

るため、老朽管等の更新を積極的に推進し、資源としての水の確保と水道水の安定供給に

努めるとともに､効率的かつ効果的な事業の運営を図ることにより極力経費の削減に努め、

一層の経営の安定化を目指しながら事業を執行しました。 

 また、施設整備事業については、高円万寺浄水場の受変電設備更新、石鳥谷地区黒森送

水ポンプ場の非常用発電設備更新等を行いました。 

 

・収益的収入及び支出（事業運営に関する決算） 

 平成２２年度の決算は、８千４百万円ほどの純利益となりました。 

 記録的な猛暑の影響により前年度と比べ料金収入は増加しましたが、今後の水需要の縮

小化、不景気等の影響により、団体や工業関係の大口需要が減少し、料金収入の増加が見

込まれない中で、今後、減価償却費などの義務的経費の増加も見込まれるため、水道料金

の適正化及び経営の健全化を図りながら、厳しい状況に対応して参ります。 

 

収支の状況（損益計算） 

収入  支出  

給水料金 １，８３２ 人件費 ２０７

その他 １３２ 企業債利息 ２１５

減価償却費 ６１３

動力費 ５５

修繕費 ７４

委託料 １６０

受水費 ４３４

その他 １２２

計 １，９６４ 計 １８８０

純利益 ８４

(単位：百万円・税抜き) 

 

・資本的収入及び支出（建設投資などに関する決算） 

 平成２２年度の建設改良工事は、高円万寺浄水場等の施設整備や、老朽管更新事業、安

全対策事業等配水管整備、鉛製給水管更新整備を昨年に引き続き行いました。これは、民

間企業の設備投資にあたるもので、お客様に安定的に安全な水を供給するために地震など

の災害や漏水事故に備え行うものです。 

 

平成２２年度に行なわれた主な建設改良工事 

   ・高円万寺浄水場受変電設備更新工事 外    21,504 万円 

   ・配水管整備事業  （3,090.7m）       8,734 万円 

   ・老朽管更新事業  （3,089.8m）        17,362 万円 

   ・安全対策事業   （2,494.6m）       14,110 万円 

   ・鉛製給水管更新事業  （500.1m）        298 万円 



資本的収支決算 

収入  支出  

企業債 ５６４ 建設改良費等 ７２７

国庫補助金 ４８ 企業債償還金 ５１６

その他 ６０ その他 １

計 ６７２ 計 １，２４４

(単位：百万円・税込み) 

※ 収入額が支出額に不足する額 572 百万円は､損益勘定留保資金等により補てんしまし 

た。 

 

貸借対照表 

１．固定資産 １９，１８１ ４．固定負債 ０

２．流動資産 ２，１１０ ５．流動負債 １６９

３．繰延勘定 ０ 負債合計 １６９

 ６．資本金 ２０，２４６

 ７．剰余金 ８７６

 資本合計 ２１，１２２

資産合計 ２１，２９１ 負債・資本合計 ２１，２９１

(単位：百万円・税抜き) 

 

決算に関するお問い合わせは、業務管理課業務係まで。 

 


